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１ 基本方針

１－１ 計画策定の背景と目的

自転車は，通勤，通学，買物，子どもの送迎等，日常生活における身近な移動手段や

サイクリング等のレジャーの手段として幅広い層に利用されているほか，近年では環

境意識や健康志向の高まり等を背景にその利用ニーズが高まっています。このことか

ら，本市では，安全で快適な自転車利用環境づくりを進めることを目的とした「旭川市

自転車ネットワーク計画」を平成28（2016）年３月に策定し，自転車利用環境の向

上や秩序ある利用の促進を図ってきました。

一方，国は，自転車の活用による環境負荷の低減や国民の健康増進などの課題に対応

するため，交通の安全確保を図りつつ，自転車の利用を増進することを目的として平成

29（2017）年５月１日に「自転車活用推進法」を施行し，現在は令和3（2021）

年５月策定の「第２次自転車活用推進計画」に基づく施策を進めております。

また，北海道においては，自転車の活用及び安全な利用に関する施策を総合的に推進

することを目的とした「北海道自転車条例」が平成３０（2018）年４月１日に施行さ

れたほか，「自転車活用推進計画」の地方版となる「北海道自転車利活用推進計画」が

平成31（2019）年３月，「第２期北海道自転車利活用推進計画」が令和３年３月に策

定されています。

これらの状況を踏まえ，本市では，これまで行っていた「旭川市自転車ネットワーク

計画」による安全で快適な自転車利用環境づくりに加え，健康増進や環境負荷の低減，

地域特性や地域資源を生かしたサイクルスポーツやサイクルツーリズムの振興へつな

がる施策を展開し，自転車の活用を推進することを目的として「旭川市自転車活用推進

計画」を策定しました。

１－２ 計画対象区域の設定

計画対象区域は旭川市全域とします。



2

図1-1 計画の位置づけ

本市の様々な計画の中で最も上位のもので，

行政運営における総合的かつ計画的な指針

長期的・総合的視点から将来を見据え，コン

パクトシティの実現を目指す都市計画に関する

基本方針

第8次旭川市総合計画の考え方を基礎に置

き，特に人口減少の抑制に向けた基本的方向，

具体的な施策に関する指針

今後の社会経済状況や将来交通需要予測か

ら，安全で快適な都市生活を持続するための都

市交通計画に関する基本方針

１－３ 計画の位置づけ

旭川市自転車活用推進計画は，「第８次旭川市総合計画」や「旭川市都市計画マスタ

ープラン」などの既存計画を踏まえ，まちづくりや交通計画などと連携を図りながら展

開していくことが重要です。

また，国の自転車施策に関わる「第２次自転車活用推進計画」や「第２期北海道自転

車利活用推進計画」などの自転車関連計画等と連携・整合を図っていきます。

なお，旭川市自転車ネットワーク計画は，その内容を本計画に取り込み，統合するこ

ととします。

旭川観光基本方針

2019年3月

第２次健康日本２１旭川計画

計画期間2013～2022年度

旭川市地球温暖化対策実行計画

（区域施設編）2015年10月

第２次自転車活用

推進計画【国】

計画期間2025年度まで

第２期北海道自転車

利活用推進計画【道】

計画期間2025年度まで

旭

川

市

自

転

車

活

用

推

進

計

画

第２次旭川市スポーツ振興計画

（改訂版）2017年 3月

旭川市交通安全計画

（第11次）2022年3月

第８次旭川市総合計画

計画期間2016～2027年度

旭川市都市計画マスタープラン

計画期間2036年度まで

旭川市まち・ひと・しごと創生総合戦略

【第２期】計画期間2020～2024年度

旭川都市圏総合都市交通体系マスタープラン

2005年

北海道のサイクルツーリズム

推進方針

安全で快適な自転車利用環境

創出ガイドライン

2016年7月
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１－４ 計画の期間

本計画は，国の「第２次自転車活用推進計画」及び北海道の「第２期北海道自転車利

活用推進計画」の計画期間に準じ，令和8（2026）年度までを計画期間とします。な

お，自転車を取り巻く社会環境の変化を見据えながら，適宜見直しを行います。

１－５ 計画策定の検討体制

本計画の策定については，国，北海道，旭川市の道路管理者，警察及び旭川市の関連

部局で構成される「旭川市自転車ネットワーク計画整備推進会議」において，旭川市の

自転車交通を取り巻く状況を共有したうえで内容を検討しました。

さらに，市民アンケート調査や，自転車，交通安全活動，教育の関係団体及び公募市

民で構成される「旭川市自転車活用推進計画検討懇談会」やパブリックコメントで寄せ

られた市民からの意見を計画に反映しています。
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図2-1 道内都市（人口１０万人以上）の自転車交通分担率（代表交通手段）

図2-2 年齢別交通手段（通勤・通学，夏期）

２ 現状分析及び課題整理

２－１ 現状分析

（１）自転車の利用状況

本市は，上川盆地に位置し，比較的平坦な地形に都市がコンパクトに形成されている

ことから，自転車が利用しやすい環境にあり，北海道内の都市（人口１０万人以上）の

中で，通勤・通学目的で自転車を利用する割合が最も高くなっています。

通勤・通学における移動手段の割合については，10代は自転車利用が最も高く，20

代から70代は自動車利用が最も高くなっています。

自転車
分担率

1 旭川市 11.2%

2 江別市 10.9%

3 函館市 10.4%

4 札幌市 9.9%

5 帯広市 8.6%

6 北見市 8.0%

7 釧路市 6.9%

8 苫小牧市 6.4%

9 小樽市 1.3%

順位 都市名

出典：総務省「H22国勢調査」

北海道8.5%

出典：「旭川市地域公共交通網形成計画」市民アンケート調査
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図2-3 年齢別交通手段（買物，夏期）

買物における移動手段の割合については，10代は自転車利用が最も高く，20代以

上は自動車利用が最も高くなっています。

自転車の利用割合については，最も高い10代に次いで70歳以上が多く，30代が

最も低くなっています。

出典：「旭川市地域公共交通網形成計画」市民アンケート調査
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（送迎含む）

鉄道



6

図2-4 自転車の通行位置別交通量

（２）自転車利用者の車道走行についての意識

自転車の歩道通行可能要件が明確化された平成20（2008）年の道路交通法改正を

受け，本市は交通安全教室や街頭啓発等によって，自転車は原則車道左側を通行するも

のであることを周知してきました。

平成25（2013）年度と令和2（2020）年度の自転車車道走行の割合を見ると，

令和２年度は車道走行が若干増加していますが，いずれも歩道を通行する市民が多数

を占めています。

※道路交通法で認められる自転車の歩道通行可要件

道路交通法第六十三条の四

普通自転車は、次に掲げるときは、第十七条第一項の規定にかかわらず、歩道を通行す

ることができる。ただし、警察官等が歩行者の安全を確保するため必要があると認めて当

該歩道を通行してはならない旨を指示したときは、この限りでない。

一 道路標識等により普通自転車が当該歩道を通行することができることとされていると

き。

二 当該普通自転車の運転者が、児童、幼児その他の普通自転車により車道を通行するこ

とが危険であると認められるものとして政令で定める者であるとき。

三 前二号に掲げるもののほか、車道又は交通の状況に照らして当該普通自転車の通行の

安全を確保するため当該普通自転車が歩道を通行することがやむを得ないと認められ

るとき。

出典：旭川市交通量調査

【令和2（2020）年度】【平成25（2013）年度】

歩道

7,663 台

94%

車道

455 台

6%

歩道

4,929 台

92%

車道

417 台

8%
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表2-1 自転車通行空間の整備状況

図2-5 自転車通行空間（路面表示）の整備前後の通行位置別交通量

写真2-1 自転車通行空間（路面表示）

【整備前】 【整備後】

調査箇所：中心部・神楽地区の国道237号・道道98号

調査時期：（整備前）平成29（2017）年6月，令和2（2020）年6月

（整備後）令和2（2020）年10月

（３）自転車通行空間の整備状況

「旭川市自転車ネットワーク計画」を平成28（2016）年３月に策定し，平成２９

（2017）年度から自転車通行空間の整備を行っています。

自転車通行空間（路面表示）の整備により，自転車の走行位置が明示されましたが，

整備前後の自転車車道走行の割合を見ると，整備後は車道走行が若干増加しています

が，いずれも歩道を通行する市民が多数を占めています。

道路種別 整備延長

国 道 約15km

道 道 約 9km

市 道 約 3km

合 計 約2７km

出典：旭川市交通量調査

（R3.11 月末）

歩道

97.2%

車道

2.8%

歩道

95.6%

車道

4.4%
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図2-6 旭川市内の交通事故と自転車死傷事故の推移

図2-7 旭川市内の自転車死傷事故の相手当事者別構成

（４）自転車事故の発生状況

市内の全交通事故件数と自転車死傷事故件数は年々減少傾向にありますが，全体に

占める自転車死傷事故の比率は横ばいとなっています。

また，自転車死傷事故のほとんどは「対自動車」となっています。

出典：旭川市交通安全運動推進委員会「交通事故統計」

出典：旭川市交通安全運動推進委員会「交通事故統計」
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図2-8 旭川市内の過去10年間の道路形状別自転車死傷事故件数（H23～R2）

図2-9 自転車の通行位置別事故の危険性

道路形状別の事故の割合は交差点での事故が約８割，直線部での事故が約２割とな

っています。

既存の研究において，車道を順方向（A）に走行する場合や歩道の車道側（B，E）を

通行する方が事故の危険性が低くなるという結果が得られています。

自転車関連事故の多くは，交差点での自動車との出会い頭，または巻き込み事故であ

り，歩道を走行する自転車が交差点部を通過する際に発生しています。

出典：北海道警察資料

事故の危険性

50.4 倍 →

1.1 倍 →

23.1 倍 →

事故の危険性

← 1.0 倍

← 1.1 倍

← 3.1 倍

交差点

80.8%

(1,063件)

直線

18.8%

(248件)

カーブ

0.4%

(5件)
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図2-10 旭川市内の過去5年間平均の年齢別自転車事故死傷者数（H28～R2）

図2-11 旭川市内の過去5年間平均の自転車事故死傷者の法令違反状況（H28～R2）
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年齢別自転車事故死傷者数の約４割が２０歳未満，約３割が６５歳以上の年齢層と

なっており，最も死傷者数が多い２０歳未満のうち，高校生が全体の約半数を占める状

況となっています。

自転車関連事故のうち自転車側の法令違反割合は約３割で，交差点安全進行義務違

反，安全不確認，一時不停止による事故が多い状況となっています。
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出典：旭川市交通安全運動推進委員会「交通事故統計」

出典：旭川市交通安全運動推進委員会「交通事故統計」
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※2 車道の右側走行など

※3 交差点での安全確認（徐行・一時停止）不備など
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図2-12 レンタサイクルの貸出台数

1,042台

1,303台
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1,000台

1,200台

1,400台

1,600台

1,800台

H28 H29 H30 R1

（５）観光における自転車の活用状況

レンタサイクルの貸出台数は年々増加し，観光客を中心に需要が高まっています。

出典：旭川観光コンベンションセンター資料
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図2-13 北海道サイクルルート連携協議会申請ルート

（６）サイクルツーリズムの現状

北海道の観光資源を生かしながら，統一的なコンセプトのもとサイクルツーリズム

の振興による広域的な周遊観光等の地域振興を実現するため，関係者の一体的な取組

が必要であり，目指す姿や具体的な取組方法，役割分担等を示す共通の指針として「北

海道のサイクルツーリズム推進方針」が定められました。

旭川市は北海道サイクルルート連携協議会申請ルートのうち「きた北海道ルート」と

「石狩川流域圏ルート」に含まれ，各ルート協議会に参画しています。

ルート協議会は，継続的かつ主体的に質の高いサイクルツーリズム環境を提供し，

「受入環境の充実」，「走行環境の整備」，「情報発信」等を実施します。

出典：サイクルート北海道ホームページ

石狩川流域圏ルート

総延長：約 430km

ルート協議会：石狩川流域圏ルート協議会
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週５日以上

120人(10%)

週３～４日程度

103人(8%)

週１～２日程度

110人(9%)

月に数日程度

142人(12%)

ほとんど利用しない

660人(55%)

未回答

67人(6%)

持っている

713人

(59%)

持っていない

475人

(40%)

未回答

14人(1%)

週1回以上利用

27%

N=1202

N=1202

２－２ 市民アンケート調査

（１）調査概要

対 象：無作為に抽出した18歳以上の市民3,000人

方 法：郵送

期 間：令和３（2021）年７月～８月

回答数：1,202人（回収率40.1%）

（２）調査結果（Ｎ：回答者数）

◇自転車の利用状況

○回答者の属性

○自転車の所有・利用頻度

・自転車を所有している人は約６割いますが，普段利用している人は３割未満となって

います。

・自転車所有者の半数以上が自転車を普段利用していない状況となっています。

男性

479人

(40%)

女性

697人

(58%)

未回答

26人

(2%)

～19歳 13人(1%)

20歳代 68人(6%)

30歳代 99人

(8%)

40歳代 188人

(16%)

50歳代 202人

(17%)

60歳代 254人

(21%)

70歳代 269人

(22%)

80歳代以上 

99人(8%)

未回答 10人(1%)
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いつも着用している

9人(2%)

利用場面によって

着用している

18人(4%)

着用していない

462人(94%)

加入している

167人(34%)

加入していない

287人(58%)

わからない

（知らない）

38人(8%)

N=475

N=475

N=492N=489

◇自転車の利用状況（自転車利用者のみ回答）

○自転車を利用する目的（複数回答）

・「買物」が最も多く，次に「健康づくり」が多くなっています。

○自転車を利用する理由（複数回答）

・「手軽で便利」が最も多く，次に「健康に良い」，「早く目的地に到着できる」が多く

なっています。

○ヘルメットの着用状況・自転車保険の加入状況

・自転車利用者のほとんどがヘルメットを着用していません。

・約６割が自転車保険に未加入となっています。

181人(38%)
347人

(73%)
215人(45%)

64人(13%)

124人(26%)

80人(17%)

75人(16%)

0 50 100 150 200 250 300 350 400

早く目的地に到着できるから

手軽で便利だから

健康に良いから

環境に良いから

交通費の節約のため

自転車に乗ることが好きだから

他に交通手段がないから

114人(24%)

15人(3%)

15人(3%)
340人

(72%)
107人(23%)

97人(20%)

6人(1%)

138人(29%)

60人(13%)

0 100 200 300 400

通勤

通学

業務

買物

食事・交流などの私用

通院

子供の送迎

健康づくり

スポーツ・トレーニング
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満足している

18人(4%)

概ね満足している

122人(25%)

どちらともいえない

186人(39%)

あまり満足していない

111人(23%)

不満である

41人(9%)

168人(35%)

213人(45%)

103人(22%)

165人(35%)

204人(43%)

15人(3%)

0 50 100 150 200 250 300

自転車の交通ルールの遵守

自転車のマナー向上

自動車のマナー向上

自転車走行位置の明示

自転車走行環境の整備

その他

車道を走行する

42人(9%)

歩道を走行する

304人(62%)

車道も歩道も同じ

くらい走行する

135人(27%)

特に気にせず走行している

10人(2%)

・「歩道を走行するが」6割を超え

ていて，「同じくらい」を合わせる

と９割近くとなっています。N=491

・約３割が市内の自転車の走行環

境に不満を感じています。

N=475

N=478

N=475

◇自転車利用について（自転車利用者のみ回答）

○歩道のある道路の主な走行位置

○歩道を走行するときの主な理由（複数回答）

・「車道走行に危険を感じる」が最が多くなっています。

○安全な自転車利用に必要なこと（複数回答）

・「自転車のマナー向上」と「自転車走行環境の整備」が多くなっています。

○市内の自転車走行環境の満足度

425人

(89%)
84人(18%)

135人(28%)

124人(26%)

22人(5%)

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

車道走行に危険を感じるから

車道は快適に走ることができないから

歩行者が少ないから

歩道が広いから

特に理由はない
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197人(23%)

497人(58%)

244人(29%)

440人(51%)

83人(10%)

57人(7%)

0 100 200 300 400 500 600

自転車が車道を走行する認識を持つ

自転車の走行位置の明示

自動車の自転車に対する思いやり

自転車の運転マナー向上

共存はできない

その他

94人(11%)

587人(69%)

511人(60%)

238人(28%)

24人(3%)

0 100 200 300 400 500 600 700

歩行者の安全のためにも車道を走るべき

交通量の多い道路は車道を走らないでほしい

路肩が狭いときは車道を走らないでほしい

車道を走らないでほしい

気にしたことがない

利用したい

78人(12%)

どちらかといえば

利用したい

226人(33%)

利用したくない

372人(55%)

N=676

N=856

N=856

・４割以上が自転車を利用したい

と感じています。

N=304

◇自転車利用について（自転車未利用者のみ対象）

○自転車利用の意向

○自転車を利用したい理由（複数回答）

・「健康に良い」が最も多く，「手軽で便利」が多くなっています。

◇自転車利用について（自家用車利用者のみ対象）

○車道を走行する自転車に対する視点（複数回答）

・「交通量の多い道路」と「路肩が狭い道路」が多くなっています。

○車道での自転車と自動車の共存方法（複数回答）

・「自転車の走行位置の明示」と「自転車の運転マナー向上」が多くなっています。

・「共存できない」と感じている人は少ないです。

118人(39%)

205人(67%)

56人(18%)

81人(27%)

24人(8%)

14人(5%)

0 50 100 150 200 250

手軽で便利

健康に良い

環境に良い

交通費の節約になる

楽しそう

特に理由はない
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満足している 16人(1%)

概ね満足している

182人(16%)

どちらともいえない

503人(44%)

あまり満足していない

313人(27%)

不満である

132人(12%)

何度も危険を感

じたことがある

222人(19%)

数回危険を感じ

たことがある

544人(47%)

あまり危険を感じ

たことはない

300人(26%)

危険を感じたことはない

84人(8%)

144人(14%)

800人(75%)

243人(23%)

100人(9%)

521人(49%)

46人(4%)

0 200 400 600 800 1000

子供（小学生以下）

学生（中学生，高校生）

大人（男性）

大人（女性）

高齢者

覚えていない

N=1202

N=1066

N=1146

N=1150

◇自転車利用について（歩行者）

○歩道を走行する自転車に対する視点（複数回答）

・「スピードを出さないこと」と「横に広がらないこと」が多くなっています。

〇歩道を走行する自転車に危険を感じた経験・その自転車運転者

・「危険を感じたことがない」は1割未満で，9割以上が危険を感じたことがあります。

・危険を感じた自転車の運転者は，「学生（中学生・高校生）」が最も多く，「高齢者」

が多くなっています。

〇市内の自転車利用者のマナーの満足度

・約４割が市内の自転車利用者のマナーに不満を感じています。

76人(6%)

350人(29%)

803人(67%)

766人(64%)

50人(4%)

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

歩道を走行しないでほしい

狭い歩道では走行しないでほしい

スピードを出さないで走行してほしい

横に広がらないで走行してほしい

特に気にならない
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71%(856人)

71%(853人)

50%(599人)

43%(518人)
89%

(1071人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車は車道が原則，歩道は例外

車道は左側を通行

歩道走行時は歩行者優先で車道寄りを徐行

安全ルールを守る

子供はヘルメットを着用

52%(630人)

23%(277人)

22%(263人)

16%(196人)

54%(646人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路標識で指定された場合

運転者が13歳未満の場合

運転者が70歳以上の場合

運転者が一定程度の身体の障害を有する場合

車道又は交通の状況からやむを得ない場合

350人(29%)

123人(10%)

33人(3%)

452人(38%)

269人(22%)

0 100 200 300 400 500 600

ある（小学生以下の頃）

ある（中学生～高校生の頃）

ある（18歳～現在まで）

ない

わからない（覚えていない）

見たことがあり，

意味も知っている

465人(43%)

見たことはあるが，

意味はわからない

184人(17%)

見たことはないが，

意味はわかる

226人(21%)

見たことがなく，

意味もわからない

200人(19%)

・「意味をわかっていない」

が４割近くとなっています。N=1075

N=1202

N=1202

N=1202

◇自転車利用のルールについて

〇自転車安全利用５則の認知度（複数回答）

・「歩道走行時のルール」と「安全ルール」の認知度が５割以下と低くなっています。

〇法令で歩道走行が認められる場合の認知度（複数回答）

・全体的に認知度が低く、特に「年齢条件」と「身体の障害を有する場合」が低くなっ

ています。

〇自転車交通ルールの教育状況（複数回答）

・「ない」と「わからない（覚えていない）」を合わせると６割近くとなっています。

〇青色の路面表示（矢羽根型）の認知状況
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279人(23%)

51人(4%)

149人(12%)

283人(24%)

55人(5%)

553人(46%)

47人(4%)

87人(7%)

0 100 200 300 400 500 600 700

サイクリングコース

自転車イベント

レンタサイクル

休憩場所・整備場所

自転車製品の紹介

自転車ルール・安全利用

利用者の体験談（口コミ等）

その他

645人(54%)

307人(26%)

153人(13%)

183人(15%)

64人(5%)

0 100 200 300 400 500 600 700 800

紙（パンフレット・チラシ等）

ホームページ

動画配信（ユーチューブ等）

ＳＮＳ（インスタ，ツイッター等）

その他

275人(23%)

57人(5%)

647人(54%)

555人(46%)

364人(30%)

142人(12%)

118人(10%)

159人(13%)

90人(7%)

60人(5%)

551人(46%)

71人(6%)

0 100 200 300 400 500 600 700 800

サイクリングコースの充実

自転車のイベントの開催

自転車の走行位置の明示

自転車の走行環境の向上

駐輪環境の向上

レンタサイクル・シェアサイクルの充実

サイクリングを取り入れた観光の発信

自転車利用による健康増進の啓発

自転車利用による環境負荷低減の啓発

自転車通勤への切替の啓発

自転車の安全利用の啓発

その他 N=1202

N=1202

N=1202

◇今後の自転車利用について

〇自転車に関してほしい情報（複数回答）

・「自転車ルール・安全利用」が最も多く，「サイクリングコース」と「休憩場所・整備

場所」が多くなっています。

〇自転車に関する情報の入手方法（複数回答）

・「紙」が最も多く，「ホームページ」が多くなっています。

〇今後必要な自転車に関する取組（複数回答）

・「走行位置の明示」が最も多く，「走行環境の向上」と「安全利用の啓発」が多くなっ

ています。



20

週５日以上

584人

(65%)

週３～４日程度

119人(13%)

週１～２日程度

58人(7%)

月に数日程度

70人(8%)

ほとんど利用しない

61人(7%)

未回答

2人(0%)

・週に5日以上利用が６割以上で

最も多く，週１回以上利用は8割

以上となっています。

N=894

・シティサイクルが約７割で最も

多く，次にスポーツタイプが２割

以上となっています。

N=831

２－３ 学生アンケート調査

（１）調査概要

対 象：中学生及び高校生（市内の中学校・高等学校からそれぞれ３校を抽出）

期 間：令和３（2021）年９月

回答数：894人（中学生239人，高校生655人）

（２）調査結果（Ｎ：回答者数）

◇自転車の利用状況

○自転車の利用頻度

○自転車の車種

シティサイクル

605人

(73%)
小型車

6人(1%)

電動自転車

5人(1%)

スポーツタイプ

214人(26%)

未回答

1人(0%)
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N=894

N=894

N=894

N=894

・「意味をわかっていない」

が５割以上となっています。

見たことがあり，

意味も知っている

251人(28%)

見たことはあるが，

意味はわからない

324人(36%)

見たことはないが，

意味はわかる

127人(14%)

見たことがなく，

意味もわからない

173人(20%)

未回答

19人(2%)

◇自転車利用のルールについて

〇自転車安全利用５則の認知度（複数回答）

・「安全ルール」の認知度が５割以下で低くなっています。

〇法令で歩道走行が認められる場合の認知度（複数回答）

・全体的に認知度が低く、特に「年齢条件」と「身体の障害を有する場合」が低くなっ

ています。

〇自転車交通ルールの教育状況（複数回答）

・「ない」と「覚えていない」を合わせると約１割となっています。

〇青色の路面表示（矢羽根型）の認知状況

71%(635人)

75%(673人)

75%(672人)

46%(411人)
94%

(837人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車は車道が原則，歩道は例外

車道は左側を通行

歩道走行時は歩行者優先で車道寄りを徐行

安全ルールを守る

子供はヘルメットを着用

53%(470人)

36%(321人)

13%(112人)

10%(93人)

58%(519人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路標識で指定された場合

運転者が13歳未満の場合

運転者が70歳以上の場合

運転者が一定程度の身体の障害を有する場合

車道又は交通の状況からやむを得ない場合

642人(72%)

524人(59%)

377人(42%)

34人(4%)

70人(8%)

0 100 200 300 400 500 600 700 800

ある（小学生以下）

ある（中学生）

ある（高校生）

ない

覚えていない
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287人(32%)

25人(3%)

327人(37%)

373人(42%)

310人(35%)

55人(6%)

31人(3%)

58人(6%)

71人(8%)

243人(27%)

10人(1%)

0 100 200 300 400 500

サイクリングコースの充実

自転車のイベントの開催

自転車の走行位置の明示

自転車の走行環境の向上

駐輪環境の向上

レンタサイクル・シェアサイクルの充実

サイクリングを取り入れた観光の発信

自転車利用による健康増進の啓発

自転車利用による環境負荷低減の啓発

自転車の安全利用の啓発

その他

161人(18%)

20人(2%)

47人(5%)

139人(16%)

45人(5%)

112人(13%)

25人(3%)

8人(1%)

0 50 100 150 200 250

サイクリングコース

自転車イベント

レンタルサイクル

休憩場所・整備場所

自転車製品の紹介

自転車ルール・安全利用

利用者の体験談（口コミ等）

その他

310人(35%)

158人(18%)

141人(16%)

488人(55%)

13人(1%)

0 100 200 300 400 500 600

紙（パンフレット・チラシ等）

ホームページ

動画配信（ユーチューブ等）

ＳＮＳ（インスタ，ツイッター等）

その他

N=894

N=894

N=894

◇今後の自転車利用について

〇自転車に関してほしい情報（複数回答）

・「サイクリングコース」が最も多く，「休憩場所・整備場所」と「自転車ルール・安全

利用」が多くなっています。

〇自転車に関する情報の入手法方（複数回答）

・「ＳＮＳ」が最も多く，次に「紙」が多くなっています。

〇今後必要な自転車に関する取組（複数回答）

・「走行環境の向上」が最も多く，「走行位置の明示」，「駐輪環境の向上」，「サイクリン

グコースの充実」，「安全利用の啓発」などが多くなっています。
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２－４ 課題整理

これまでの現状分析や市民アンケート調査等から，本市における自転車利用につい

ての課題を整理します。

課題１ 自転車の利用環境に関する課題

１－１ 自転車の走行位置の明示や走行環境の改善が必要。

１－２ 自転車通行空間の十分なネットワーク化が図られていない。

１－３ 自転車通行空間（路面表示）について認知されていない。

１－４ 自転車利用者の多くが，車道走行に危険を感じ，歩道を走行している。

１－５ 自転車利用者の約３割が市内の自転車走行環境に不満を感じている。

１－６ 自動車運転者は車道を走行する自転車に危険を感じている。

１－７ 自動車運転者は自転車の車道走行に対する認識や配慮が不足している。

課題２ 自転車の利用促進に関する課題

２－１ 自転車を所有しているが，利用していない市民が多い。

２－２ 自家用車の方が便利とされ，自転車を利用しない市民が多い。

２－３ 環境負荷低減など，自転車のメリットが十分に理解されていない。

２－４ サイクリングコースの充実が求められている。

２－５ 観光客の自転車利用の増加に対して，受入環境が整っていない。

２－６ 旭川市の魅力を生かした自転車活用，情報発信が不足している。

２－７ 若年層においては，紙媒体よりＳＮＳによる情報発信を求めている。

課題３ 自転車の安全利用に関する課題

３－１ 自転車利用頻度の高い学生，高齢者の交通事故が多い。

３－２ ヘルメットの着用率は１割以下となっている。

３－３ 自転車保険の加入率が約4割となっている。

３－４ 多くの人が歩道を走行する自転車に危険を感じたことがある。

３－５ 約４割が市内の自転車利用者のマナーに不満を感じている。

３－６ 自転車の交通ルール（自転車安全利用５則等）が認知されていない。

３－７ 自転車の歩道走行時のルールが認知されていない。

３－８ 約６割が自転車の交通ルールの教育を受けていない（覚えていない）。
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３ 計画目標及び施策展開

３－１ 計画目標の設定

自転車利用についての課題や問題点の解消に向けて，本計画の計画目標を次のとお

り設定します。

利用環境に関する課題に対して，ハード整備とソフト対策の両面から対応し，自転車

利用者が快適に利用できる空間を創出します。

自転車利用のメリットを発信し，いきいきとした健康な生活につながるよう，自転車

を活用したライフスタイルの構築に取り組みます。

旭川市の自然・環境・文化などの多くの魅力を発信し，特性を生かしたサイクルツー

リズムの推進に取り組みます。

自転車の安全利用促進，マナー向上に取り組み，自転車・人・自動車が共存し，安全・

安心に自転車が利用できるよう，普及啓発を進めます。

目標１ 快適な自転車利用空間の創出

目標２ 自転車を活用したライフスタイルの構築

目標３ 地域の魅力・特性を生かしたサイクルツーリズムの推進

目標４ 安全・安心な自転車利用の普及啓発
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３－２ 施策体系

本計画における施策体系を次のとおり設定します。

【目標１】快適な自転車利用空間の創出

旭

川

市

自

転

車

活

用

推

進

計

画

【目標２】自転車を活用したライフスタイルの構築

【目標３】地域の魅力・特性を生かしたサイクルツーリズムの推進

【目標４】安全・安心な自転車利用の普及啓発

【施策】

●自転車通行空間の整備

●自転車が安心に走行できる意識づくり

【施策】

●自転車利用による健康づくり

●サイクルスポーツの普及

●環境負荷の低減のための自転車利用促進

【施策】

●サイクルツーリズム環境の向上

●旭川市の魅力の発信

【施策】

●自転車の安全利用の促進

●自転車の交通安全教育の推進

●自転車・人・自動車が共存できる環境づくり
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計画目標及び施策展開の概要
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３－３ 施策展開

計画目標の達成に向け，効果的かつ効率的に施策を展開していきます。

・自転車の走行位置の明示や走行環境の改善が求められています。

・自転車通行空間（路面表示）の整備は，平成２９年度のモデル路

線整備からはじまり，徐々に進んでいますが，十分なネットワー

ク化が図られていません。

・自転車通行空間（路面表示）が認知不足です。

・自転車利用者の約３割が市内の自転車走行環境に不満を感じてい

ます。

①計画的な自転車通行空間のネットワーク化

・毎年，各道路管理者が情報共有する場を設け，連携を深めること

で，計画的かつ効果的な自転車通行空間の整備を行います。

・整備の方法や優先順位など状況に応じて検討を行い，効果的な整

備を進めます。

②自転車通行空間の整備状況の周知

・認知の向上を図るため，整備状況や路面表示についてホームペー

ジに掲載するなど情報発信を行います。

取 組

目標１ 快適な自転車利用空間の創出

施策１－１ 自転車通行空間の整備

現状・課題

整備状況の公表イメージ ホームページ啓発
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・自転車利用者の多くが，車道走行に危険を感じ，歩道を走行して

いることから，歩道走行時の交通ルールの遵守が重要です。

・自動車運転者は車道を走行する自転車に危険を感じています。

・自動車運転者は自転車の車道走行に対する認識や配慮が不足して

います。

・自転車利用者の交通ルール認識・マナー向上が必要です。

①交通ルールの啓発

・自転車が安全に車道を走行するために，左側走行などの交通ルー

ル遵守やマナー向上の啓発を行います。

・急な進路変更や，自動車の死角を走行しないなど，自動車運転者

へ配慮したマナー向上の啓発を行います。

②自動車運転者に向けた啓発

・自転車は原則車道を走行する自動車と同じ「車両」という認識や，

すれ違い時に距離をとるなどの思いやりについて啓発を行いま

す。

・自動車運転者に対する自転車車道走行の注意喚起のために，自動

車運転免許更新時にパンフレット等を配布します。

取 組

現状・課題

施策１－２ 自転車が安心に走行できる意識づくり

自動車運転者に向けた啓発 自転車交通ルールの街頭啓発
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・運動習慣がある者の割合が低く，身体活動の活発化や運動の習慣

化の推進が必要です。（第２次健康日本２１旭川計画より）

・自転車を利用していない市民の４割以上が，自転車利用に関心を

持っていて，その多くが健康増進のための利用を考えています。

①健康づくりのための自転車利用の啓発

・第２次健康日本２１旭川計画と連携し，誰もが簡単に実施できる

運動習慣として，自転車利用を推奨します。

②健康推進事業との連携

・健康推進事業と連携し，「自転車利用」を推奨します。

現状・課題

取 組

目標２ 自転車を活用したライフスタイルの構築

施策２－１ 自転車利用による健康づくり

（参考）健康推進事業



30

・誰もが楽しめるアウトドアスポーツの振興が必要です。（第２次

旭川市スポーツ振興計画より）

・サイクリングコースの充実が求められています。

・地域の特性を生かした自転車活用が必要です。

①サイクルスポーツの活性化

・第２次旭川市スポーツ振興計画と連携し，アウトドアスポーツ振

興として，サイクルスポーツの普及に取り組みます。

・参加者の増加を図るため，自転車関連イベントの周知を強化しま

す。

②サイクリングコースの充実

・サイクリングを始めるきっかけづくりや，サイクリングの普及の

ため，気軽に利用できるサイクリングコースを設定します。

・自転車で観光地をめぐるサイクリングコースを設定し，マップ作

成等を行います。

③地域特性を生かしたサイクルスポーツの実施

・スキー場を活用したイベントや，雪を活用した冬期間のイベント

など地域特性を生かしたサイクルスポーツを検討します。

現状・課題

取 組

施策２－２ サイクルスポーツの普及

サイクリングマップ サイクリングイベント
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・温室効果ガス削減のための取組のひとつとして，自転車の利用促

進が示されています。（旭川市地球温暖化対策実行計画より）

・自家用車の利用が多く，自転車を利用しない市民が多いです。

・自転車を所有しているのにもかかわらず，ほとんど利用していな

い市民が多いです。

①環境に優しい自転車利用の啓発

・旭川市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）と連携し，手軽に

実施可能な地球温暖化対策として，通勤や買物等の自家用車利用

から，自転車利用への切り替えを呼びかけます。

②自転車通勤の促進

・エコ通勤促進事業等と連携し，官公庁や企業に向けて，自家用車

通勤から自転車通勤への切り替えを呼びかけます。

・より安全に自転車通勤ができるよう，自動車交通量の多い時間帯

を避けた時差通勤の活用を呼びかけます。

現状・課題

取 組

施策２－３ 環境負荷の低減のための自転車利用促進

エコ通勤登録証 エコ通勤ロゴマーク
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・北海道サイクルルート連携協議会申請ルートの「きた北海道ルー

ト」と「石狩川流域圏ルート」に旭川市が含まれています。

・観光客の自転車利用の増加に対して，受入環境が整っていません。

・自転車利用者の約３割が市内の自転車走行環境に不満を感じてい

ます。

①サイクリング走行環境の整備・充実

・各ルート協議会と連携し，ルート案内看板やサイクルラック等を

整備します。

②サイクリスト受入環境の整備

・サイクリストをサポートするため，各ルート協議会と連携し，主

要な公共施設等で整備や休憩ができる場所の整備を進めます。

・給水・休憩・トイレ等が提供可能な飲食店等と連携したイベント

の検討，マップの作成等に取り組みます。

・サイクルトレインやサイクルバスなど，自転車移動環境向上の検

討を進めます。

現状・課題

取 組

目標３ 地域の魅力・特性を生かしたサイクルツーリズムの推進

施策３－１ サイクルツーリズム環境の向上

ルート案内看板（イメージ） サイクルツーリズムのイメージ
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・レンタサイクルの貸出台数が増加傾向で，自転車を活用した観光

の需要が高まっています。

・旭川市の魅力を生かしたサイクルツーリズムの情報発信が必要で

す。

・観光ニーズの多様化に対応し，観光スポットやコンテンツの魅力

を高める取組が必要。（旭川観光基本方針より）

・若年層はＳＮＳによる情報発信を求めています。

①立地の魅力の発信

・北海道のほぼ中央に位置し，空港や鉄道４路線の起終点となる好

立地を生かし，旭川市を拠点とするサイクルツーリズムの魅力を

発信します。

②まちの魅力の発信

・レンタサイクルを活用し，自転車で観光地をめぐるサイクリング

コースを設定し，マップ作成等を行います。

・旭川観光コンベンション協会や大雪カムイミンタラＤＭＯ等と連

携し，都市と自然のバランスがとれた旭川市の魅力を体験できる

サイクルツーリズムについてＳＮＳ等を活用し，発信します。

・サイクリング後のグルメ（ラーメン，ホルモン，地酒等）や，冬

期間は良質な雪の中でサイクリングとスキーが楽しめるなど，旭

川市ならではの魅力をＳＮＳ等を活用し，発信します。

現状・課題

取 組

施策３－２ 旭川市の魅力の発信

旭川市の立地状況 サイクリングマップ
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・自転車の交通ルール（自転車安全利用５則等）マナー等の認知向

上が必要です。

・ヘルメットの着用率は１割以下となっています。

・自転車保険の加入率が約4割となっています。

・自転車の正しい乗り方，ヘルメット着用，損害賠償保険加入の普

及啓発が必要です。（旭川市交通安全計画より）

・若年層はＳＮＳによる情報発信を求めています。

①交通ルール遵守・マナー向上の啓発

・自転車利用の交通ルール遵守やマナー向上のため，街頭啓発や広

報誌掲載，ＳＮＳの活用による情報発信を行います。

②ヘルメット着用の啓発

・ヘルメット着用促進のため，事故死につながる頭部損傷から頭を

守るヘルメット着用の重要性について，街頭啓発や広報誌掲載等

により周知します。

③自転車損害賠償保険の加入促進の啓発

・自転車事故においても高額な損害賠償事故が発生している

ことから，保険加入の重要性について街頭啓発や広報誌掲載等に

より周知します。

④自転車の点検整備の啓発

・整備不良による事故防止や安全利用のため，定期的な自転車の点

検整備の重要性について街頭啓発や広報誌掲載等により周知し

ます。

現状・課題

取 組

目標４ 安全・安心な自転車利用の普及啓発

施策４－１ 自転車の安全利用の促進

整備・保険パンフレット啓発パンフレット
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・自転車利用の多い学生，高齢者の交通事故が多く，安全利用の周

知が必要です。

・自転車の歩道走行時のルールが認知不足です。

・市民の約６割が自転車の交通ルールの教育を受けていない状況で

す。

・自転車利用を始める小学生や，自転車教育を受けたことのない大

人に対しての交通安全教育が必要です。

①学校を通じた自転車安全教育の充実

・自転車に乗り始める小学生をはじめ，通学など利用機会の多い中

高生を対象とした安全教育の充実を図ります。

・自転車の危険運転について，効果的な教育をするためシミュレー

ション装置や体験型のカリキュラムを取り入れます。

・中高生は，スピードが出るスポーツタイプの利用が多いことから，

交通事故加害者となった場合を想定した教育を行います。

②高齢者を対象とした自転車利用講習の実施

・歩道走行のルールやマナー等について理解を深めるため，地域の

老人クラブや百寿大学等における交通安全教室を通じて，自転車

利用に関する講習を実施します。

③町内会や企業を通じた自転車安全講話等の実施

・学生や高齢者以外の年齢層に対する安全啓発活動推進のため，町

内会や企業を対象に交通安全講話や研修会を実施します。

現状・課題

取 組

施策４－２ 自転車の交通安全教育の推進

交通安全教室 交通安全教室（実演）
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・自転車の交通ルール（自転車安全利用５則等）の認知向上が必要

です。

・自転車と歩行者，自転車と自動車それぞれが互いに危険を感じて

いる存在となっています。

・市民の約４割が市内の自転車利用者のマナーに不満を感じていま

す。

①自転車利用者のマナー向上

・全ての道路利用者に向けて，自転車の交通ルール（自転車安全利

用５則，歩道走行時のルール等）の認知向上の啓発を行います。

・自転車・人・自動車の共存のため，歩道走行時のルール遵守の啓

発を重点的に行います。

②自転車利用の理解を深める啓発

・自動車運転者に対して，自転車は原則車道を走行する「車両」で

あり，車道を走行する自転車への理解を深める啓発を行います。

・自転車・自動車運転の両方の視点から安全利用について効率的に

理解を深めるため，自動車運転免許取得前の高校生に対して，重

点的に交通ルールの啓発を行います。

現状・課題

取 組

施策４－３ 自転車・人・自動車が共存できる環境づくり

広報誌による啓発 高校生の走行体験会
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４ 自転車ネットワークの形成

４－１ 自転車ネットワーク路線

平成28（2016）年３月に策定した「旭川市自転車ネットワーク計画」（以下「ネッ

トワーク計画」という。）において，「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」

（以下「ガイドライン」という。）を基本に，旭川市の地域性や現状を踏まえながら，

地域の実情に合った路線選定の考え方により，自転車ネットワーク路線を選定しまし

た。しかしながら，ネットワーク計画策定から，新たな幹線道路の整備，大規模な土地

利用の更新などは生じておらず，交通ネットワークへの影響が発生していないことを

踏まえ，ネットワーク計画による自転車ネットワーク路線をそのまま本計画に取り込

み，今後の社会情勢や土地利用の状況に応じて見直しをすることとします。

（１）自転車ネットワーク路線選定の考え方

自転車ネットワークを構成する路線としてガイドラインに示された，６つの路線か

ら適宜組み合わせて選定するものとしています。

① 地域内における自転車利用の主要路線としての役割を担う，公共交通施設，学

校，地域の核となる商業施設及びスポーツ関連施設等の大規模集客施設，主な居

住地区等を結ぶ路線

② 自転車と歩行者の錯綜や自転車関連の事故が多い路線の安全性を向上させるた

め，自転車通行空間を確保する路線

③ 地域の課題やニーズに応じて自転車の利用を促進する路線

④ 自転車の利用増加が見込める，沿道で新たに施設立地が予定されている路線

⑤ 既に自転車の通行空間（自転車道，自転車専用通行帯，自転車専用道路）が整備

されている路線

⑥ その他自転車ネットワークの連続性を確保するために必要な路線
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本市においては自転車の利用目的として通勤，通学，買物など日常の移動が多いこと

から，この利用目的を踏まえて自転車の多数の利用が想定される路線を選定し，自転車

を安全・便利に利用できるよう整備を進めていくことで，事故の減少や快適性の向上を

図ります。

（５）ネットワークの密度（網密度）の水準は，計画エリア内において，おおむね

1km以内で自転車ネットワーク路線にアクセスできる水準とする。

⇒ 自転車利用者が１ｋｍ走行すれば自転車ネットワーク路線にアクセスできる水

準になるように路線を選定します。

（１）選定範囲は市街化区域を中心とする。

⇒ 居住地と目的地が集中している市街化区域を中心に設定します。

（２）主な居住地から中心市街地や目的地（駐輪需要施設）及び４大河川（石狩川・牛

朱別川・忠別川・美瑛川）等への移動に際し，主要な役割を担うと想定される路

線とする。

⇒ 居住地から自転車で移動することが多い目的地（駐輪需要施設）までの経路を

想定し，主要な路線を選定します。

⇒ 河川を渡るために橋を通行することを想定し，主要な路線を選定します。

（３）河川空間（サイクリングロード等）は広域的な自転車通行空間として，自転車ネ

ットワーク路線と連携を図る。

⇒ 道路以外の自転車通行空間としてサイクリングロードが広域的に整備されてい

ることから，これらにアクセスすることを想定して路線を選定します。

（４）「駐輪需要施設」については，通勤，通学，買物等の自転車利用目的の観点と，

目的地の駐輪需要の観点から，下記施設を対象とする。

①駅

②官公庁

③中学校・高校・大学

④運動公園

⑤一定の駐輪需要が生じる事務所・遊技場等・小売店舗等

（※店舗等面積から算定した駐輪場の規模が２０台以上となるもの。）

⇒ 通勤・通学・買物目的で自転車が利用されることが多いことから，これらの目

的地になる一定規模以上の施設へのアクセスを想定して路線を選定します。
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（２）路線選定手順

前項の選定の考え方に基づき，次に示す手順で路線の選定を行います。

（３）路線選定図

前項の手順で選定した路線を，「自転車ネットワーク路線」として次頁に示します。

① 駐輪需要が生じる施設にアクセスする際に利用頻度が高いと想定される路線

② 既に自転車通行空間として整備された路線

③ 市街化区域内でおおむね１ｋｍ以内でアクセスできる路線及び４大河川を渡

る場合の横断的な間隔を考慮した路線

④ ネットワークの連続性を確保するために必要な路線
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自転車ネットワーク路線
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図4-1 整備形態の分類

４－２ 自転車通行空間整備の基本的な考え方

（１）自転車通行空間の在り方

望ましい自転車通行空間を創出していくため，次のとおり整備を進めます。

・自転車は車道を通行するという原則を踏まえて，車道整備を主体とします。

・自転車の歩道通行可要件により，自転車が歩道を通行することが想定されることか

ら，状況に応じて通行ルールの遵守を促す環境整備を行います。

（２）自転車通行空間の整備形態

ガイドラインにおいては，次の３種類の整備形態が示されています。

※法定とは軽車両が通らなければいけない空間を意味します.。

構造的な分離
（法定）

視覚的な分離
（法定）

車道混在
（法定外）

自転車道 自転車専用通行帯
車道混在

（矢羽根型路面標示）
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写真4-1 矢羽根型路面標示の整備状況

（路肩・停車帯が広い場合） （路肩・停車帯が狭い場合）

写真4-2 歩道における通行ルール等の周知状況

これらの整備形態の中で，歩行者や自動車と分離されている「自転車道」や「自転車

専用通行帯」が望ましいと考えられますが，自転車専用の空間を新たに確保するために

は，多額の費用と長い期間が必要となります。このことから，早期に自転車通行空間の

連続性を確保するため，「車道混在（矢羽根型路面標示）」を標準の考えとして整備を進

めます。新たな道路整備や老朽化により全面的な道路改修を行う場合には，「自転車道」

や「自転車専用通行帯」の整備についても検討していきます。

「車道混在（矢羽根型路面標示）」の整備に当たっては，矢羽根とピクトグラム（文

字の代わりに視覚的に表現した図）により自転車に対して視覚的な誘導を行うととも

に，自動車運転者に対しても自転車の車道走行に対する注意喚起を行います。

また，自転車が歩道を走行する場合の交通ルール遵守とマナーの向上のため，通行方

法や歩行者が優先であることの意識付けにつながる環境整備を進めます。
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５ 計画の推進方法

５－１ 計画の推進に向けた基本的な考え方

施策の評価については，進捗状況の確認など毎年度実施し，目標達成に向け関係機関

の連携を図ります。

５－２ 計画の推進体制

国，北海道，旭川市の道路管理者，警察及び旭川市の関連部局等で構成される「（仮

称）旭川市自転車活用推進計画連携協議会」を設置し，計画の評価及び見直し等を行い

ます。

協議会構成（案）

５－３ 計画の見直しについて

計画末期までに検討を行い，計画の見直しを行います。また，社会情勢の変化や法令

改正等，必要に応じて見直しの検討を行います。

道路管理者

北海道開発局 旭川開発建設部 道路計画課

北海道開発局 旭川開発建設部 旭川道路事務所

北海道上川総合振興局 旭川建設管理部 事業室 道路課

旭川市土木部 土木総務課

旭川市土木部 土木建設課

旭川市土木部 土木事業所

旭川市土木部 土木管理課

警 察

北海道警察 旭川方面本部 交通課

北海道警察 旭川方面旭川中央警察署 交通第一課

北海道警察 旭川方面旭川東警察署 交通第一課

関係行政機関

旭川市防災安全部 交通防犯課

旭川市保健所 健康推進課

旭川市環境部 環境総務課

旭川市観光スポーツ交流部 観光課

旭川市観光スポーツ交流部 スポーツ課

旭川市教育委員会学校教育部 教育指導課

旭川市地域振興部 都市計画課
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６ 参考資料

６－１ 計画策定スケジュール・検討体制

（１）計画策定スケジュール

令和2年 ９月１５日 第1回旭川市自転車ネットワーク計画整備推進会議

（計画の背景・考え方，検討方法等について）

令和2年１１月２７日 第２回旭川市自転車ネットワーク計画整備推進会議

（基本方針，計画の目標の検討，懇談会設置等について）

令和3年 2月１８日 第３回旭川市自転車ネットワーク計画整備推進会議

（施策体系，計画の推進方法，懇談会構成等について）

令和3年 6月28日 第１回旭川市自転車活用推進計画策定懇談会

（計画の基本方針，計画目標，アンケート調査等について）

令和3年 7月 1日 第４旭川市自転車ネットワーク計画整備推進会議

（計画素案構成，アンケート調査等について）

令和3年 7月 ９日 市民アンケート調査（８月末まで）

（市民18歳以上対象，1,202人回答）

令和3年 9月 ６日 学生アンケート調査（9月末まで）

（市内中学生・高校生対象，894人回答）

令和3年10月 7日 第２回旭川市自転車活用推進計画策定懇談会

（課題整理，計画目標，施策展開等について）

令和3年10月 25日 第５回旭川市自転車ネットワーク計画整備推進会議

（課題整理，計画目標，施策展開等について）

令和3年12月２０日 意見提出手続（パブリックコメント）開始

（令和４年１月31日締切）

令和４年 2月18日 第3回旭川市自転車活用推進計画策定懇談会

（計画案について）

令和４年 3月16日 第６回旭川市自転車ネットワーク計画整備推進会議

（計画案について）

令和４年 3月28日 計画策定
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（２）検討体制

〇旭川市自転車ネットワーク計画整備推進会議 構成

〇旭川市自転車活用推進計画策定懇談会 構成

区 分 所 属

道路管理者

北海道開発局 旭川開発建設部 道路計画課

北海道開発局 旭川開発建設部 旭川道路事務所

北海道上川総合振興局 旭川建設管理部 事業室 道路課

旭川市土木部 土木総務課

旭川市土木部 土木建設課

旭川市土木部 土木事業所

旭川市土木部 土木管理課

警 察

北海道警察 旭川方面本部 交通課

北海道警察 旭川方面旭川中央警察署 交通第一課

北海道警察 旭川方面旭川東警察署 交通第一課

関係行政機関

旭川市防災安全部 交通防犯課

旭川市保健所 健康推進課

旭川市環境部 環境総務課

旭川市観光スポーツ交流部 観光課

旭川市観光スポーツ交流部 スポーツ課

旭川市教育委員会学校教育部 教育指導課

旭川市地域振興部 都市計画課

区 分 所 属

交通安全活動

関係団体

旭川市中学校長会

北海道クミアイ自動車学校（技能検定員）

旭川中央地域交通安全活動推進委員協議会

旭川東地域交通安全活動推進委員協議会

自転車

関係団体

旭川サイクリング協会

旭川自転車業組合

観光・スポーツ

関係団体

一般社団法人旭川観光コンベンション協会

公益財団法人旭川市スポーツ協会

公募市民
公募

公募

事務局 旭川市地域振興部都市計画課
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６－２ 関連計画の概要（関連部分抜粋）

○計画期間：2016～2027年度

○都市構造の方向性：

地域特性を最大限活用しながら，コンパクトで効率的な都市構造の構築に向けた取組

を計画的に進めるほか，市民一人一人のライフスタイルの転換を図り，持続可能で低炭素

なまちを目指す。

各地域が持つ個性を生かした活動の促進や市内外の効率的な交通ネットワークの充実

などに取り組み，まち全体の魅力と利便性の向上を図る。

○都市づくりの基本方策：

安全性や環境との調和にも配慮しながら，交通施設や公共交通のバリアフリー化など

を進めるとともに，公共交通や自転車などの利用を促進するなど，誰もが使いやすい交通

体系の形成を目指す。

○計画期間：2020～2024年度

○基本的方向：

本市の特長を生かした健康的な暮らしや食事の提供をはじめ，夏はキャンプやグリー

ンツーリズム等，冬はスキー等の冬季スポーツで国内外からの来訪者が長期滞在できる

環境の創出を図る。

特に旭川駅に隣接する北彩都は，夏にガーデン散策やサイクリング，冬は歩くスキーを

楽しむなど大雪山の景観を都心で眺めながら健康的な活動ができる環境にあることから，

地域の魅力として積極的にアピールする。

○具体的な施策：

宿泊施設が集中する中心市街地において，ガーデン散策やサイクリング，マラソン，歩

くスキーなど大雪山系を眺めながら健康的に楽しめる多様なコンテンツをはじめ，買物

公園やさんろく街等の「食」の魅力，中心部にある観光や文化・芸術施設などを活用しな

がら中心部の魅力を高める。

山や森林などの自然環境を生かした郊外型のアクティビティや，歴史・文化関連施設な

ども内容の充実を図り，街全体で魅力と回遊性を高め，積極的にＰＲを行うことにより観

光客の滞在時間増加やリピート率の向上を目指す。

第８次旭川市総合計画

旭川市まち・ひと・しごと創生総合戦略
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○計画期間：2036年度まで

○都市交通整備（自転車通行空間）の基本方針：

通勤，通学，買物など日常の移動やスポーツ，サイクリングなどのレクリエーションの

際に自転車を安全・快適に利用できるよう，自転車通行空間の整備を進め，自転車ネット

ワークを形成するとともに，河川空間（サイクリングロード等）との連携に取り組む。

近隣８町を結ぶ緑の空間である石狩川水系の河川敷や堤防などを利用した広域的なサ

イクリングロードの整備を進める。

安全で快適な自転車利用環境づくりを進めるため，交通ルールの遵守やマナーの向上

に向けてソフト対策に取り組む。

自転車を安全・快適に利用できるよう，行政・民間・市民がそれぞれの役割を分担しな

がら中心市街地の駐輪対策に取り組む。

○施策の方向：

・自転車ネットワーク路線の整備推進

・自転車ネットワークと河川空間の連携

・河川敷や堤防などを利用した広域サイクリングロードの整備促進

・自転車交通ルールの遵守等の周知・啓発

・中心市街地における適切な駐輪場設置の誘導

○目標像（休日交通）：

スポーツ，サイクリング等のレジャーやレクリエーションで自転車が安全便利に利用

できる。

○基本施策（休日交通）：

・自転車道路の整備

旭川市都市計画マスタープラン

旭川都市圏総合都市交通体系マスタープラン
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○計画期間：2025年度まで

○位置付け：

自転車の活用による環境負荷の低減，災害時における交通機能の維持，国民の健康増進

等を図ることなど新たな課題に対応するため，交通の安全の確保を図りつつ，自転車の利

用を増進し，交通における自動車への依存の程度を低減することによって，公共の利益の

増進に資すること等を基本理念とする自転車活用推進法に基づき，自転車の活用の推進

に関する総合的かつ計画的な推進を図るため，我が国の自転車の活用の推進に関して基

本となる計画として位置付けている。

○目標：

・自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成

・サイクルスポーツの振興等による活力ある健康長寿社会の実現

・サイクルツーリズムの推進による観光立国の実現

・自転車事故のない安全で安心な社会の実現

○計画期間：2025年度まで

○趣旨：

通勤や通学，買物など，日常生活における身近な交通手段としての役割を担ってきた自

転車は，近年，社会環境が複雑化，多様化する中，環境負荷の低減や健康増進，観光振興，

さらには災害時の活用など，その果たす役割は大きく広がってきている。

今般の社会情勢の変化による自転車の果たす役割の高まりを踏まえ，「北海道自転車条

例」が掲げる理念の実現に向け，自転車の活用及び安全な利用に関するさらなるステップ

アップを図るため，幅広い分野にわたる自転車関連施策を一体的に推進する。

○展開方向：

・自転車の魅力を生かした多様なサイクルスタイルの実現

・自転車を安全で安心に利用することのできる環境の構築

・北海道の特性を生かしたサイクルツーリズムの推進

第２次自転車活用推進計画【国】

第２期北海道自転車利活用推進計画【道】
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○位置付け：

自転車ネットワーク計画策定並びに自転車通行空間の整備と併せ，全ての道路利用者

に自転車の通行ルールを徹底するなど，ハード，ソフトの両面から幅広い取組が行われる

よう，自転車利用環境整備に関係する河川管理者，港湾管理者等の行政機関や地元住民，

道路利用者等の関係者と連携して実施すべき事項について記載している。

自転車ネットワーク計画の基本方針や計画目標に応じて選定された，面的な自転車ネ

ットワークを構成する路線を対象として，安全で快適な自転車利用環境を創出するため

の実務的な検討事項等をとりまとめている。

○本論：

・自転車ネットワーク形成の進め方

・自転車通行空間の設計

・利用ルールの徹底

・自転車利用の総合的な取組

○位置付け：

アジアの中でも特徴的で魅力的な北海道の観光資源を生かしながら，統一的なコンセ

プトのもとサイクルツーリズムの振興による広域的な周遊観光等の地域振興を実現する

ためには，行政のみならず，観光や自転車等の民間事業者，地域の住民，来訪するサイク

リストなど多くの者が想いを共有し協力する中での一体的な取組が必要であり，目指す

姿や具体的な取組方法，役割分担等を示す共通の指針として定める。

○連携協議会の役割・実施内容：

・全道的な取組

・点検（フォローアップ）と指導

○ルート協議会の役割・実施内容：

・受入環境の充実

・走行環境の整備

・情報発信

安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン

北海道のサイクルツーリズム推進方針
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○観光振興に向けた課題：

（通年型・滞在型観光の推進）

観光ニーズの多様化が進んでいることを踏まえ，旭山動物園に加えて，他のスポットや

コンテンツの魅力を高めることで集客の核を増やす取組が求められている。

○施策の方向性：

（着地型・体験型の観光コンテンツ拡充）

手付かずの自然が残る山岳林，一定の施設整備・安全対策がなされた公園，農村地域，

ジオパーク構想の見どころといった様々なフィールドの特色を生かし，それぞれのエリ

アに応じた利用ルール等を普及・啓発しながら，自然を体感するアウトドアスポーツ，健

康保養体験等を促進する。

○現状と課題：

「身体活動」や「運動」を活発にすることは，心疾患や高血圧症，糖尿病などの生活習

慣病の予防や高齢者の認知機能・運動器機能の低下など，社会生活機能の低下防止にも効

果があるとされている。しかし，本市の運動習慣者（運動を1 回30 分，週2 回，1 年

以上継続）の割合は男性で約２０％，女性では約１０％となっている。

○取組の方向性：

身体活動・運動の実践は生活習慣病の発症を予防するために重要な要素であることか

ら，市民の意識を高め，日常生活における歩数や運動習慣を持つ人の割合を増加させる必

要がある。

○基本方針：

中心市街地の活性化や都市機能の集積を図り，効率的でコンパクトな都市空間を形成

するとともに，公共交通機関の利用促進による環境負荷の低減を図る。

○施策・行動：

自転車，公共交通の利用促進

温室効果ガス排出量の少ない交通，運輸手段への移行

・近くへの移動には，できるだけ自家用車の使用を控え，徒歩や自転車を利用

・自家用車による通勤から，バスなどの公共交通機関や自転車の利用への転換を促す

エコ通勤の取組を実施

旭川観光基本方針

第２次健康日本２１旭川計画

旭川市地球温暖化対策実行計画（区域施設編）
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○課題：

生涯スポーツの更なる振興に向けて，事業の実施状況の周知や，情報の活用促進を図る

ことが重要である。

○展開する施策：

市内・近郊のキャンプ場，フィールドアスレチック，散策路，サイクリングロードなど

を紹介するとともに，各スポーツ関係団体や関係機関と連携しながらイベントや体験会

の開催を推進することによって，地域資源を活用したアウトドアスポーツの普及を進め

る。

○重点課題：

自転車については，自動車等に衝突された場合には被害を受ける反面，歩行者等に衝突

した場合には加害者となるため，それぞれの対策を講じる必要がある。

自転車利用者については，交通ルールやマナーに違反する行動が多い。

○施策：

（効果的な交通安全教育の推進）

交通安全教育を行うに当たっては，受講者が，安全に道路を通行するために必要な技能

及び知識を習得し，その必要性を理解できるようにするため，参加・体験・実践型の教育

方法を積極的に活用する。

（交通安全に関する普及啓発活動の推進）

自転車が道路を通行する場合は，車両としてのルールを遵守するとともに交通マナー

を実践しなければならないことの理解を促す。

自転車乗用中の交通事故や自転車の安全利用を促進するため，「自転車安全利用五則」

の活用や「北海道自転車条例」に基づいた取組を推進し，歩行者や他の車両に配慮した通

行等自転車の正しい乗り方やヘルメット着用及び自転車損害賠償保険等への加入に関す

る普及啓発の強化を図る。

第２次旭川市スポーツ振興計画（改訂版）

旭川市交通安全計画（第11次）
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６－３ 自転車ネットワーク路線の選定手順

手順１：駐輪需要が生じる施設にアクセスする際に利用頻度が高いと想定される路線

手順２：既に自転車通行空間として整備された路線
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手順３－１：市街化区域内でおおむね１ｋｍ以内でアクセスできる路線及び４大河川を

渡る場合の横断的な間隔を考慮した路線

手順３－２：市街化区域内でおおむね１ｋｍ以内でアクセスできる路線及び４大河川を

渡る場合の横断的な間隔を考慮した路線（網密度確認）
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手順４：ネットワークの連続性を確保するために必要な路線





旭 川 市 自 転 車 活 用 推 進 計 画
令和４（2022）年 3 月策定

〒070-8525 旭川市 6条通 9丁目

旭川市地域振興部都市計画課

TEL：0166 - 26 - 1111（代表）


